
検索ボックス

検索

<<  2021年07月 >>

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

最近の記事

(07/27)感染後のワクチン接種；ハイ

ブリッド

(07/24)WPWパターンとWPW症候

群

(07/19)１回目はアストラゼネカで２

回目はファイザー

(07/16)妊娠女性におけるmRNAコ
ロナ・ワクチンの安全性 再放送 妊娠

女性におけるmRNAコロナ・ワクチン

の安全性 再放送

(07/15)ファイザーのワクチンは3回
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感染後のワクチン接種；ハイブリッド
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<< 全てのNSAIDs(鎮痛解熱剤)は投与初期に心筋梗塞 の危険性 | TOP | 小児の尿路感染症の抗生剤の
予防投与 >>
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心不全管理ガイドラインの改訂

心不全管理ガイドラインの改訂

2017 ACC/AHA/HFSA Focused Update of the 2013
ACCF/AHA Guideline for the Management of Heart Failure

　アメリカの学会から心不全管理に関するガイドラインがでました。

ブログに掲載しようと勉強しておりましたら、Medical Tribuneに良く纏められた記事がありましたので、
それをご参照ください。　（下記PDF）
心不全に関しての程度分類は下記に添付いたします。

　文献より、私なりに補足追加いたします。

　１）　血液検査のBNPやproBNPは、心不全の診断やその程度を調べるのに有用である。しかしその
　　　　予後を判定するには十分なエビデンスはない。
　　　　（特に心房細動の患者さんは高値となる事が多く、以前のデータと比較検討してもあまり価値が
　　　　　無い事が多いので、全体的な判断が必要だと思っています。また、心不全以外でも異常値が出る
　　　　　事があります。下記に教科書より抜粋いたしましたので、ご参照ください。）

羊土社のレジデントノートより

斎賀医院壁新聞
文献情報と医院案内 斎賀医院ホームページに戻る場合戻るボタンをおしてください
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RDF Site Summary
RSS 2.0

　２）　心不全には心駆出率が低下した場合と、駆出率は保たれている場合とがあります。原則的には心

　　　　エコーで診断します。前者をHFrEF、後者をHFpEFと記載しています。従来通りHFpEFに対する
　　　　治療は血圧管理が主体で、場合により利尿薬のアルダクトンAやセララも有効かもしれません。

　　　　　　　　　駆出率が低下した心不全の治療方針が上の図

　　　　　　　　　駆出率が保たれている心不全の治療方針が上の図

　３）　心不全患者の高血圧管理に対して新たに設けられています。

　　　　何れの場合も130以下が目標のようです。
ACE-IとARBが推奨しています。
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　４）　アンギオテンシン受容体ネプリライシン阻害薬（ARNI）：valsartan/sacubitrilが有効との事で
　　　　ガイドラインでも取り上げられていますが、まだ日本では発売になっていません。

　　　　（今後が期待されますが、以前のNEJMの中でも掲載されたので、下記にグラフを掲載いたします。
ACE-IのエナラプリルとARNIの比較です。

　　　　　私個人的にはそれ程の効果があるか分かりませんし、何でまた、ディオバンとの合剤なので
　　　　　しょうか？）

n engl j med 371;11 nejm.org september 11, 2014より

Guideline for the Management of Heart Failure.pdf

https___medical-tribune.co.pdf

慢性心不全治療ガイドライン。ステージ.pdf

0

いいね︕
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【循環器の最新記事】
WPWパターンとWPW症候群

ペースメーカー、植込み型除細動器とスマホ..
血圧の強化療法と標準療法の比較試験の最終..
心不全に対するSGLT2阻害薬とミネラル..
心房細動；NEJMの総説

posted by 斎賀一 at 20:37| Comment(0) | 循環器
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確認する 書き込む
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